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2023年度「多摩地域市民活動公募助成」事業実施報告書 

団体名特定非営利活動法人むさしむらやま子ども劇場 

事務局長 氏名 吉冨 広             

▼報告書の扱い、および記入にあたっての注意点 

この報告書（精算報告書以外）は、ホームページなどで公開する予定ですので、広く読まれることを想定してご記入ください。また、編集段

階で、表記・表現等を事務局で編集する場合がありますので、あらかじめご了承ください。語尾の表現は「です・ます」調でお願いします。報告

書に掲載するため活動の内容がよくわかる写真（２枚程度。写真の肖像権問題がないものの提出をお願い致します）を添付して下さい。 

 

１．助成プロジェクト名 
明るく照らそう市民活動の未来～100 インチの大画面で活動 PR 

２．団体の概要（創設の経緯、創設時期＝法人で、法人化前に任意団体での活動がある場合、その段階からご記入ください。
会員数など。１８０文字程度まで） 

 
 
 

３．プロジェクトの目的とその背景（※応募申請書に記載のものでも可）  ２５０文字程度まで 
機器の高性能化も進み、活動の PRのために動画を作成する団体も増えてきましたが、まだまだ個別の YouTube

チャンネルなどへの引き込みが弱く、やはりイベント時などに大きな画面でまとめて紹介する必要性があると考え

ます。しかし、民生用のプロジェクターは通常 2000ルーメン台の輝度しかなく、また移動式のスクリーンもないた

め、締め切った部屋での映写というやり方しかできていません。これを人のたくさんいるロビーなどで行うことで、よ

り多くの人に見ていただきたいと考えました。 

４．プロジェクトの内容（※当初予定と変更がない場合は、応募申請書に記載のものでも可） ３００文字程度まで 
むさしむらやま子ども劇場が指定管理者として運営する武蔵村山市ボランティア・市民活動センターで、明るい部

屋で映写できるプロジェクターと移動式スクリーンを準備することで、主にイベント時などに団体の活動紹介の動

画を映写する。また、電源が確保できれば、災害時の災害ボランティアセンター運営の際にも、災害ボランティア

の受付、ニードの紹介、作業の注意喚起などに活用したい。合わせて、一式を廉価で貸し出すことで団体個々の

イベント時での活用も行う。 

５．プロジェクトの実施で得られた「結果」(OUTPUT。実施回数や参加者数など)、「成果」(OUTCOME。事業によって生まれ

た直接的な変化)、「社会的な変化」（IMPACT。事業が社会に与えた影響）などの『効果』 ３００文字程度まで 
外部への貸出実績３件（うち１件はボランティア・市民活動センターのある市民総合センター内）、当初は屋外またはロ

ビーなどの明るい室内での利用を想定していたが、実際はプロジェクター設備のない公共施設や幼稚園などで団体

が動画を上映するのに使われた。同時にボランティア・市民活動センターの講座での活用し、視認性の高い明るい画

面によって、大勢の方に好評を頂いた。今後は、動画作成講座なども開催し、動画による活動 PRを広めたい。 

６．プロジェクト実施にあたっての課題、今後の展望など ３００文字まで 
当初１６万円の金額で申請したが１３万円に決定した。結果、予定していた機種購入に予算が不足したため、変更

届を提出し、認定 NPO法人イーパーツの寄贈プログラムを併用し高輝度のプロジェクターを入手した。結果として

複数の助成を活用したため、成果における単独の助成の効果測定を難しくしてしまった。 

コロナが収束しつつある今、イベント時に積極的に活用してもらうべく PRを続けていきたい。 

７．参考資料：プロジェクトで作成したチラシ、パンフレットやマスコミで紹介された記事等の現物またはコピー、活動
状況の写真などを、“必ず”、別途、ご提供ください 

1993年4月立川子ども劇場から独立、2004年8月特定非営利活動法人の認証を受け、子どもたちと大人たちで生の舞台

を観る鑑賞活動と、会員の創意によるまつりや遊びの会等子育てに関する自主活動、そして市内の他団体や行政、商店会

と一緒にイベントや、遊びの会、地域子ども教室等を実施し、地域の子どもたちのための活動を続けています。 
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